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2023 年度 第 1 回理事会議事録 

 

開催日時：2024 年 3 月 12 日(火) 18:00～19:30 

場所：ZOOM によるオンライン開催 

出席者：浅見会長、茂野副会長、齋藤副会長、伊藤副会長、矢部副会長 

小野会長補佐常務理事、三浦総務担当常務理事、河野学会賞・国内学術交流常務

理事、秋山財務担当常務理事、八木情報担当常務理事、首藤和文誌担当常務理事、

加治佐英文誌担当常務理事、小嶋企画担当常務理事、佐々木国際担当常務理事、 

北海道地区理事 吉岡、河野(洋)、金子 

東北地区理事  

関東地区理事 内田、新井、久保田、青柳、鬼木、池上、桑原 

中部地区理事 槇平 

北陸地区理事 堀田、木南 

近畿地区理事 増田、岸上 

中国地区理事 山口 

四国地区理事 松岡、武藤  

九州・沖縄地区理事 坂井 

オブザーバー：事務局（共立）齋藤、諏訪、中嶋次期総務担当常務理事 

欠席者：東山企画担当常務理事、角田開催校担当常務理事、石塚東北地区理事、栗原関東

地区理事、杉原関東地区理事、横田中部地区理事、竹下中部地区理事、大仲中国

地区理事、新開九州・沖縄地区理事 

 

議事メモ作成：三浦総務担当常務理事 

 

開会ならびに議事進行確認 

小野会長補佐常務理事：理事会の成立、33/42 出席 

浅見会長挨拶 

 

議事 

1.報告事項 

(1)総務報告 

(1-1)総務担当報告 (茂野総務担当副会長) 

〇2023 年度の主な会議開催状況 

〇会員数の動向 

〇2023 年度地区選出理事の交代について 

〇2023 年度企画担当会長氏名理事の選任について 

〇総務担当常務理事等の交代について 

〇2024 年度総会について 

→総会は本年度もメール審議とリモート会議(Zoom)での質問対応により開催。 

〇倫理問題への対応 
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〇役員業務等に関する細則の修正について 

〇総務担当常務理事の選出方法について 

〇大会事務に関する契約締結について 

 

(1-2)情報担当報告 (八木情報担当常務理事) 

 〇 J-STAGE への会誌掲載状況 

 〇農業経済研究のバックナンバーの J-STAGE への掲載について 

 〇農業経済研究の座長解題及び JJAE の Announcement の J-STAGE 上での登載について 

 →Vol.24 への登載を以って Announcement の登載は完了した。 

 〇公募情報の掲載について 
 

(1-3)財務担当報告（秋⼭財務担当常務理事） 

 →収入ではアジア国際大会参加による報告論文掲載料が大きく伸びたこと、支出では常

務理事会や編集委員会等のオンライン開催による会議費の節約、大会関連経費の支出を節

減できたことで、単年度収支では黒字。 

→詳細は審議 
 

(1-4)学会賞･国内学術交流担当報告 （河野学会賞・国内学術交流担当常務理事） 

 〇日本農学賞・読売農学賞については推薦なし。 

 〇農学進歩賞については推薦したが未受賞。 

 〇日本経済学会連合評議員会出席、農業経済学会関連学会協議会および関連学会編集委

員長会議は 2024 年 3 月 23 日に開催予定。 

 〇学術賞 0 件、奨励賞 0 件 
 

(2)企画委員会報告（伊藤企画担当副会長） 

 〇2024 年度大会（学会創立 100 周年記念大会）の準備状況について 

 →5 名の名誉会員からのビデオメッセージは大会開催一週間前から会員が視聴できるよ

う準備中。 

 〇2024 年度大会（学会創立 100 周年記念大会）の参加状況について 

 →大会参加者 447 名（一般 357、学生 75、会費免除 15） 大会ディナー200 名超 

〇100 周年記念の書籍刊行については次期企画委員会に申し送り・引継ぎ予定 

 

(3)編集委員会報告   

(3-1)和文誌報告（首藤和文誌担当常務理事） 

(3-2)英文誌報告（加治佐英文誌担当常務理事） 

→ASAE 東京大会における非会員発表も受け付ける例外措置を取ったため Research Letters 

への投稿数増加。 

 (3-3) 報告論文審査状況について（齋藤編集担当副会長） 

 (3-4) 編集委員交代（齋藤編集担当副会長） 

  農業経済研究 6 名退任、6 名新任 JJAE 2 名退任、2 名新任 

 (3-5) 役員業務等に関する細則（うち編集委員会関連）の改正（齋藤編集担当副会長） 

 (3-6) 『農業経済研究』の岩波書店との販売契約について（齋藤編集担当副会長） 
 

(4)国際委員会報告（矢部国際担当副会長） 

〇2024 年度大会に韓国農業経済学会長を招聘、日韓学術交流協定調印式と記念講演予定  

〇日韓学術交流協定の実施細則を協議 
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(5)連携委員会報告（浅見会長） 

 〇主な活動として、100 周年記念大会企画に協力 

 

(6)その他（浅見会長） 

(6-1) 名誉会員の推薦について          （→２．審議事項にて審議） 

(6-2) 2025 年度大会の開催について（予定）    

 日本大学藤沢キャンパス 2025 年 3 月 29 日(土)、30 日(日) 

(6-3) 2026 年度大会の開催校について       

 鳥取大学 
 

2.審議事項 

(1)2023 年度決算(案)（秋山財務担当常務理事）  

 収入は減少傾向 会費納付率（81.6→81％） 

 支出も削減傾向 

 →単年度収支では 290 万円ほどの黒字決算。 

 →アジア農業経済学会大会決算後の剰余金としてまとまった金額が特別会計Ⅱに繰入れ 
 

(2)2023 年度決算の監査報告（秋山財務担当常務理事） 

監事の指摘 

学生会員の定着に向けた方策 

  対面開催に戻ることに順じて会費の大幅な変動が予測されるため、それへの注意を 
 

(3)2024 年度予算(案) （秋山財務担当常務理事） 

 予算は前年実績を基準 

  支出として、100 周年記念大会に関するシンポジウムなど会誌増量に伴う会誌印刷費

に例年より 210 万円ほど多く計上。 

  予想としては 200 万円の赤字、繰越金から補填予定 
 

(4)理事・監事の選任（浅見会長） 

 今期・次期ともに原案通り承認 

         

(5)会則・規程・細則の改正（小野会長補佐常務理事） 

 全て原案通り承認。 

 〇資料 2-5-1 倫理委員会運営細則 （茂野総務担当副会長） 

〇資料 2-5-2 著作権細則 （八木情報担当常務理事） 

〇資料 2-5-3 役員業務等に関する細則（齋藤編集担当副会長） 

→ 業務の継続性を担保するため、和文誌・英文誌の編集委員長の任期を 1 年ずらす半舷

上陸方式への変更 

〇資料 2-5-4 役員業務等に関する細則 （小野会長補佐常務理事） 

→ 幹事会について、毎年ではなく役員改選年のみの開催に変更。 

〇資料 2-5-5 役員業務等に関する細則 （小野会長補佐常務理事） 

→ 会議のための旅費・宿泊費の規程について旅費内規に従う旨変更。また旅費内規も実

態や昨今の現状に合わせた変更。 

〇資料 2-5-6 日韓学術交流協定実施細則（矢部副会長） 

 

(6)会員の入会・退会（浅見会長）（※「会則」第 4 条 理事会承認事項） 

 資料参照。 
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(7)名誉会員の推薦（浅見会長） 

大塚啓二郞会員の名誉会員への推薦を承認。 
 

3.学会賞について 

(1)学術賞（茂野総務担当副会長） 

 なし。 

(2)奨励賞（茂野総務担当副会長） 

 なし。 

(3)学会誌賞（齋藤編集担当副会長） 

金 聖浩・前田 幸嗣・髙橋 昂也「貿易自由化が日本における牛肉の双方向貿易に与える影

響」『農業経済研究』、第 95 巻、1 号.  
 

 その他 

 浅見会長：会員名簿の作成および公開は次期に引き継いで検討したい。 
  

 河野学会賞・国内学術交流担当常務理事：大会における学会誌賞の表彰はいつ行うのか。 

茂野総務担当副会長：シンポジウム終了後に学会誌賞表彰、名誉会員授与式、韓国経済

学会との調印式を実施する。 
 

小野会長補佐常務理事：総会における投票への参加と周知をお願いしたい。 
 

閉会 

以 上 


